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溶存メタン濃度プロファイルの経時変化溶存メタン濃度プロファイルの経時変化
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50日目以降、メタン濃度のピークは19-25 cm
150日目以降、濃度プロファイルはほぼ定常状態

8

TDRTDRによる気泡発生の検知による気泡発生の検知－溶存メタン濃度と伝播時間－溶存メタン濃度と伝播時間
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気泡の上方移動・大気放出を示唆

3  c m のプローブのみ、メタン濃度の増加

が止まった後も気泡の蓄積が継続した。

下方から気泡が移動してきた可能性
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TDRTDRによる気泡発生の検知による気泡発生の検知 －溶存メタン濃度と伝播時間－溶存メタン濃度と伝播時間

深さ 8 cm気泡の蓄積は約 120 日目まで深さ １
3 cm
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10 TDRTDRによる気泡発生の検知による気泡発生の検知－溶存メタン濃度と伝播時間－溶存メタン濃度と伝播時間
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地表面メタンフラックス地表面メタンフラックス 0
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大きく見積もっても拡散による放出は

1.4 mg CH4 m-2 h-1 「8」 には遠く及ばない

濃度勾配
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F: 拡散メタンフラックス
D: 溶存メタンの拡散係数
（1.73×10-5 cm2 s-1）
C: 溶存メタン濃度 z: 深さ

フィックの第一法則

150日目以降の平均メタン濃度

明条件と暗条件でフラックスに差
はない

100日目にかけて単調に増加

100日目以降、6-10 mg CH4 m-2 h-1

で安定

残りはどういうメカニズムで出ているのか？

1. 植物体を経由した放出

2. 微少な気泡の連続的放出

3. 気泡によるバルクの拡散係数の増大
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結論結論

やはり「泡」だった。

蓄積される気泡の量には限界があった。

観測されたフラックスは溶存ガスの拡散だ
けでは説明がつかなかった。

気泡が上昇するのか？気泡が上昇するのか？ and/or and/or 気泡を気泡を

通って移動するのか？という疑問が浮上通って移動するのか？という疑問が浮上
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現場では何が起きてる？現場では何が起きてる？

数mの泥炭のうち、地下水位変動の範囲にあ
るのは表層のわずか35 cmほどで、それ以下
は常に湛水状態。したがってメタンのほとんど
は気泡として存在している？

地下水位の低下局面では気泡として蓄積さ
れているメタンが突然放出される？

気泡の放出チャンネルの分布は？


